
 

 

令和７年度（2025 年度）事業報告書 

 

令和７年（2025年）は、ウクライナ問題や中東情勢など地政学リスクが予断を許さぬ状

況の中、米国では１月に第２次トランプ政権が誕生し、世界中が米国との関税交渉に追わ

れた。令和８年（2026年）初頭には米軍によるベネズエラ侵攻が発生し、続く２月には米

国およびイスラエルがイランへの攻撃を開始した。とりわけイラン情勢については、ホル

ムズ海峡をめぐる動向が刻一刻と変化しており、資源の供給途絶懸念や価格高騰など、世

界経済にも多大なる影響を及ぼしている。 

中国経済に目を向けると、2025 年の実質成長率は、前年と同じ 5.0％と発表された。数

値目標を達成した一方で、不動産不況や民間投資の低迷などの構造的問題を抱え、さらに

ここ数年はデフレ傾向が続くなど、中国経済の強みであるはずの内需は回復に至っていな

い。このため、今年３月の全国人民代表大会（全人代）では、2026年の実質経済成長率の

目標を 4.5～5.0％とし、３年ぶりに目標値を引き下げた。また、今年から始まった「第 15

次五ヵ年計画」では、この先５年にわたる国家の道筋が示され、質の高い発展を目指し、

科学技術の「自立自強」の加速が謳われるなど、国際協力の視点からも関連する政策動向

を注視していく必要がある。 

日中関係では、年度前半は「2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」に合わせて中国

各地域、各レベルの訪日団が数多く来日し、さらに昨年 10月には新たに誕生した高市政権

のもとで、高市総理と習近平国家主席による日中首脳会談が実現するなど、関係は順調に

推移していくように思われた。しかしその後、11月の台湾有事に関する高市早苗総理の国

会答弁を機に両国関係は一変し、対話や交流の機会を設けることさえままならない状況が

続いている。日中経済協会においても、合同訪中代表団の派遣や日中省エネルギー・環境

総合フォーラムの開催が見通せない状況にあり、両国間の経済交流は未曾有の事態に直面

している。 

他方で、日中間の貿易収支が前年比で増加に転じたことや、悪化する両国関係のもとで

あっても経済界の交流に前向きな姿勢を示す日本・中国の企業・団体が存在することを踏

まえると、当協会としては、民間レベルの対話の重要性が一層増していると考える。2025

年においては象徴的な交流事業は実現しなかったものの、テーマ別訪中視察団を複数回派

遣したほか、調査情報サービスでは、オンラインや各種媒体を併用しつつ、セミナー、メ

ールマガジン、ホームページでの情報発信の充実に努めた。 

今後の取り組みとして、合同訪中代表団をはじめとする大型の交流事業の実現を模索し

つつ、小規模ながらも実行可能な事業を引き続き強化していくとともに、在日中国企業向

けのサービスの拡充にも努めていく。 

 

 



１．調査情報サービス事業 

（１）委員会・セミナー 

①21世紀日中関係展望委員会 

（委員長：福川伸次 一般財団法人地球産業文化研究所顧問〔元通商産業事務次官〕） 

2025年度は６回の委員会を開催し、そこでの議論を踏まえて「21世紀日中関係展望委員

会（第 20 回）提言書」を取りまとめた。今回は、「日中両国は難局を越え、知的革新に貢

献を」をテーマに、日中経済関係を軸とした包括的な協力の推進を提案した。 

委員会では、中国の政治・経済や法制度、日中・米中をはじめとする政治外交関係、主

要産業の動向など、各分野の専門家でもある委員が基調報告し、提言書作成を念頭に置き

つつ意見交換を行った。 

本提言書については、26年１月に派遣予定の日中経済協会合同訪中代表団の国家指導者

会見および中国側政府機関との全体会議での活用を想定して作成したが、訪中代表団が派

遣直前に延期となったことから、提言書はカウンターパートである中国国際貿易促進委員

会（CCPIT）を通じて中国政府関係機関に共有した。また、当協会ホームページでも公表し、

広く宣伝に努めている。【別添資料１】 

 

②賛助会員セミナー 

2025年度は、賛助会員セミナーを７回実施した。中国の政治・経済、産業動向や日中経

済に関するホットイシュー、賛助会員企業の関心事項に沿った内容など時宜にかなった幅

広い分野をテーマに、それぞれの専門家を講師に招いて情報提供を行った。主なテーマは、

過剰生産問題、日中協業、自動走行、越境 EC、レアアースの輸出管理動向、中国企業の海

外投資などで、最新動向や将来展望等について解説した。【別添資料２】 

 

（２）広報および情報発信 

①「日中経協ジャーナル」の発行 

グローバルな視点に立つ日中経済関係のオピニオンリーダー・ビジネス情報誌として、

月刊「日中経協ジャーナル」を 12回発行した。賛助会員企業、関係官庁、研究機関等に配

布したほか、東京官書普及を通じた年間購読、Amazonのオンラインショップによる商業販

売を行った。 

各号では、巻頭言で正副会長、常任理事及び理事によるメッセージを掲載し、スペシャ

ルレポートでは賛助会員企業の関心事項や話題を念頭にテーマを企画し、研究者や業界関

係者等から寄稿いただいた。中国の政治・外交の最新動向のほか、自動運転、医療・医薬、

人型ロボットなど個別産業、中国経済の現状や展望、ビジネスチャンスに焦点を当てた特

集を組み、読者からも好評を得た。また、ビジネス実務や中国の地方経済の動向に関する

紹介、企業経営者へのインタビュー、更には協会役職員によるレポートの執筆などにも取

り組んだ。【別添資料３】 

 

 



②「中国経済データハンドブック 2025年版」の発行 

中国の基本概況、政治体制と人事、2024年の経済実績および 2025年の年間計画、国内経

済、地域経済、対外経済、日中経済、法制度、中国関係大事記などについて、最新のデー

タを基に整理し、９月に発行した。今回は特に、省エネルギー・環境、高齢化対応、新型

都市化等のページを充実させた。日中経協ジャーナルと同様に店舗、ネットで印刷製本版

の商業販売を行ったほか、新たに Amazon Kindleで電子書籍の販売も開始した。 

 

③「2021/2022中国投資ハンドブック」の販売 

中国への投資や貿易に関する法律、税務、金融など各分野の情報・実務の集大成として

まとめたもので、2021年末に改訂・発行したハンドブック。当協会職員と各分野の専門家

が執筆した 300ページ超の実用書で、2025年も引き続き販売と普及に努めた。 

 

④「JCEAニュース」等ホームページによる情報発信など 

最新の中国の経済施策や統計データ、時事問題などを賛助会員企業向けに毎週２～３回

のペースで「JCEA ニュース」を発信し、会員専用ホームページにて詳細情報を提供した。

また、各種イベント案内や協会関連情報も随時、メールニュースで会員に発信した。加え

て、ホームページに「中国ビジネス Q&A」、「制度情報」、「資料日中経済」など会員・非会員

向けのコンテンツを掲載し、タイムリーな情報発信と内容の充実化にも努めた。 

(一社)日本道路建設業協会発行の定期刊行物（７月）や、中国・上海市の上海日本商工

クラブ会報（12月）への寄稿など外部機関紙を通じた情報発信にも取り組んだ。 

 

（３）中国のシンクタンク等との交流協力  

①日中経済知識交流会 

中国国務院発展研究センター（DRC）との長年にわたる交流を続けている日中経済知識交

流会（日本側代表：福井俊彦キヤノングローバル戦略研究所理事長、中国側代表：陸昊主

任兼党組書記）の日本側事務局（中国側事務局は DRC）を務めた。 

2025年２月に日本側総会を開き、交流内容について検討したほか、中国経済に関する専

門家を招いて講演いただいた。また、日常的にも中国側と事務ベースでの意見交換・調整

を通じて、５月 29 日に北京で「第 42 回日中経済知識交流会」を開催した。日本側は福井

委員長をはじめ 21名、中国側は陸昊主任ほか 11名が参加した。「世界及び日中マクロ経済

の情勢」、「日中経済貿易協力」２つのセッションを行い、共通かつグローバルな課題の解

決に向けて意見を交わした。（日中経協ジャーナル 2025年８月号に詳細報告を掲載） 

 

②日中民商事法セミナー 

公益財団法人国際民商事法センターと中国国家発展改革委員会が主催する「第 25回日中

民商事法セミナー」の開催に向けて、当協会は協力団体としてサポートした。2021年から

新型コロナウイルス感染症の影響等を受け開催を延期しており、25年度内の北京での開催



に向け経済テーマに関する内容の提案や意見交換などを行ったが、結果として開催には至

らなかった。 

 

（４）「中国ビジネス環境改善への提言」のとりまとめと発信 

中国における外資企業（主に日系企業）のビジネス環境の改善・向上を目的に、「中国ビ

ジネス環境改善への提言」を取りまとめた。日中経済協会合同訪中代表団の派遣時に中国

の商務部ほか主要経済官庁との全体会議での議論を想定し、中国語版も作成した（訪中代

表団は派遣を延期）。本提言は、ホームページにも掲載している。 

作成に際して、賛助会員を対象とした WEB アンケートに加え、会員各社を訪問して各業

界あるいは個別企業の課題や要望についてヒアリングし、その結果を提言に反映した。 

 

（５）委託等調査事業 

①外部からの受託（外注）事業 

経済産業省より国立研究開発法人産業技術総合研究所が受託した令和 7 年度「無人自動

運転等の先進 MaaS 実装加速化推進事業（無人自動運転等の先進 MaaS 実装加速化のため

の総合的な調査検討・調整プロジェクト）」の一環として、「2025 年度自動走行・MaaS 等の

関連動向に係る調査（中国）」事業を同研究所から受託した。本事業は 18 年度からの継続

事業であり、25年度は主に、基準・標準等の策定・実施動向、2025 年に新たに動きがある

地方または現地調査で訪問する地方などの道路交通関連の許認可・法制度、事故発生時の

責任所在と対応、中国での自動運転サービス展開などについて、公開情報等に基づく文献

調査のほか、再委託先の KPMGとともに広東省広州市、深圳市での試乗や現地調査を実施し

た。報告書では具体的な調査結果のほか、自動運転の課題や将来展望に関する内容も盛り

込んだ。なお、同推進事業の一環として、日本で自動運転に関する日中政府課長級対話・

セミナーを開催した。 

また、同じく経済産業省より「令和６年度補正グローバルサウスとの連携強化に資する

共創型技術人材交流事業(日中第三国協力における実現可能性等に関する中国国内での分

析事業)」を受託し、中国国内、日本国内、更に必要に応じて第三国へのヒアリングを実施、

これまでの第三国市場協力のメリット/デメリット、第三国市場への進出の可能性・計画及

びその際の障壁・課題、課題解決策・日本企業との協業の方向性などを聴取し、意義があ

ると評価できる点を整理したほか、プロジェクトが頓挫している場合は、その原因を明ら

かにした。 

食品関係では公益財団法人日本豆類協会から「中国における豆類主要輸出輸入国現地調

査業務」を受託し、日本が輸入する小豆の半分近くを占める中国産小豆の生産現場の状況

や流通、輸出入の状況などについて文献調査のほか現地調査を実施した。 

 

 

 

 



②外部委託の実施 

「中国制度情報調査」を実施し、その成果を当協会ホームページに掲載し広く情報提供し

た。中国の法律・制度に精通した法律事務所を念頭に置いて公募を行い、2025年度は北

京市大地法律事務所に委託した。 

 

 

２．経済・技術交流事業 

（１）「2025年度（第 48回）日中経済協会合同訪中代表団」 

第 48 回の訪中代表団の派遣について、過去最大規模に迫る 235 名の参加申し込みを受

け、25年末まで実現努力を重ねてきたが、眼下の日中関係においては、国家指導者会見を

はじめ、中国側政府機関との十分な交流を行うことが困難な状況であり、有意義な成果が

得られないと判断し、派遣を延期した。 

再派遣時期は、日中関係の情勢を慎重に見極めながら判断していく。 

 

（２）省エネルギー・環境協力 

①第 18回日中省エネルギー・環境総合フォーラム 

  本年度開催を予定していた第 18回フォーラムは、2025年３月 22日に開催された第６

回日中ハイレベル経済対話での合意に基づき、年内北京での開催に向け、経済産業省と

国家発展改革委員会をはじめとする日中双方の関係機関が調整を進めていた。当協会は、

フォーラムの年度内開催を目指し、５月から 10月にかけて国家発展改革委員会国際合作

中心と８回にわたり協議を重ねたが、結果として開催には至らなかった。 

11 月以降、両国関係を取り巻く情勢が悪化する中で、複数回にわたり中国側に対し協

議を申し入れるなど、開催に向けた意思確認を行ってきたが、中国側からの明確な回答

は得られなかった。 

 

②日中省エネルギー・環境ビジネス推進協議会の活動 

日中省エネルギー・環境ビジネス推進協議会（JC-BASE）事務局として、第 18 回日中省

エネルギー・環境総合フォーラム開催を想定し、日中協力案件の募集を国家節能中心と連

携して行うとともに過去の調印案件のフォローアップを行った。また、日本企業の省エネ

ルギー・環境関連技術等を掲載した「日中省エネルギー・環境技術データバンク

（https://jcpage.jp/tec/）」を中国の SNS(WeChat)公式アカウントと連携させるなどして

積極的に活用し、オンラインでの企業マッチング交流会を４回開催したほか、JC-BASE 会

員への情報発信を通じて、日本企業の中国における省エネルギー・環境ビジネスの拡大に

向けたサポートを行った。 

JC-BASEは、2006年の発足から 20年を迎え、この間の日中省エネルギー・環境交流の実

態は大きく変化している。これを受け、JC-BASE 連絡会メンバーおよびオブザーバー団体

等へのヒアリングを実施した結果、本連絡会の交流プラットフォームとしての重要性は、

連絡会メンバーにも十分認識されていることが判明した。 



本年度実施した日中協力プロジェクトの創成を目的とした交流活動は以下のとおり。 

 

●日本での活動 

 ５/25-31 「中国環保機械行業協会(CAMIE)の訪日受入」 

李軍副秘書長を団長に中国の水処理関連企業が来日。JC-BASE会員企業へ

の訪問や交流をサポートしたほか、協会への表敬訪問の際には、賛助会員

企業等も同席し個別交流を行った。 

  ６/10 「日中(吉林)水素エネルギー産業プロモーション交流会」の開催 

日中関係者約 60名参加のもと、吉林省人民政府と当協会が開催した。中

国側は楊安娣吉林省副省長、日本側は堂ノ上武夫専務理事、飯村亜紀子NEDO

理事ほか日中企業等が参加。吉林省からは省内で進展する水素関連プロジ

ェクトの紹介、日本企業からは技術プレゼンテーションを行った。 

 ●中国での活動 

８/27-28 「日中経貿交流イベント・水素エネルギー産業マッチング会」の開催 

「北東アジア博覧会」の関連イベントとして、吉林省商務庁他とともに吉

林省長春市にて開催、関係者約 170 名が出席した。日本側は堂ノ上武夫専

務理事、田中一成経済産業省大臣官房審議官、浜田隆在瀋陽日本国領事館

総領事のほか、日本企業関係者等が出席。中国側は楊安娣吉林省副省長、

劉学峰吉林省能源局長のほか、中国企業関係者等が出席した。 

会議終了後は吉林省松原市を訪問し、松原市政府関係者との座談会や、

「中国能建松原水素エネルギー産業園」、「松原天楹風光貯蔵・水素・アン

モニア・メタノール一体化プロジェクト」を視察した。 

９/26 「第 6回遼寧国際投資貿易商談会」における遼寧-日本経済貿易協力マッチ

ングイベント「水素エネルギー産業分野」への参加 

「遼寧省国際投資貿易商談会」の関連イベントとして、遼寧省大連市にて

開催されたマッチングイベントに当協会職員が参加した。日中企業の新エ

ネルギー分野の協力推進を目的に、大連自由貿易試験区・水素エネルギー

産業パークを視察したほか、趙東大連市副市長出席のもと経済貿易合作マ

ッチングイベントが行われた。 

●オンラインによる活動：「日中省エネルギー・環境データバンクマッチング交流会」の

開催 

 中国側からの要請に応じて、25年度は４回開催した。日本企業延べ 15社、中国企

業延べ 20社が参加し、オンラインにて個別のマッチング交流を行った。 

９/26 「中国環保機械行業協会(CAMIE)」（日本側４社、中国側７社） 

12/23 「浙江省駐日本(北東アジア)商務代表処」（日本側３社、中国側４社） 

１/28 「深圳市駐日経済貿易代表事務所ほか」（日本側３社、中国側３社） 

３/17 「中国環保機械行業協会(CAMIE)」（日本側５社、中国側６社） 

 



（３）その他 

①中国の地域発展への協力 

北京市、天津市、河北省、山西省、内モンゴル自治区、遼寧省、吉林省、黒龍江省、上海

市、江蘇省、浙江省、安徽省、福建省、山東省、河南省、湖北省、湖南省、広東省、広西チ

ワン族自治区、海南省、四川省、貴州省、雲南省、陝西省、甘粛省、青海省、寧夏回族自治

区、新疆ウイグル自治区などの地方政府や各政府機関・団体が開催する投資環境説明会等

を支援したほか、表敬訪問などを受け入れた。とりわけ「大阪・関西」万博では、４～10

月に行われた各省のイベントウィーク/デーの開幕式や付随イベントに協力した。 

また、11月以降、日中関係が悪化する中で、ハイレベル交流の一環として、11月 24～25

日に広東省珠海市・横琴で開催された「カーボンピークアウト・カーボンニュートラル国

際フォーラム（2025・横琴）」に佐々木伸彦理事長が出席、基調講演を行った。主な中国側

出席者は、艾学峰 広東省発展改革委員会書記、張暁強・中国国際経済交流中心 常務副理

事長（元国家発展改革委員会副主任）、翟青・全国政協人口資源環境委員会 副主任（元生

態環境部副部長）等で、会議に相前後して中国側代表と個別面談し、今後の日中協力の可

能性について意見交換を行った。【別添資料４】 

 

②テーマ別交流ミッションの派遣 

 ●「第２回中国自動運転考察ミッション」の派遣 

日本企業関係者が中国の先進的な自動運転の実態を把握し、新たな協力機会を探るこ

とを目的に、７月６～９日の日程で『第２回中国自動運転考察ミッション』を派遣した。

佐々木伸彦理事長を団長として、賛助会員企業を中心に 35名が参加した。広東省広州市、

深圳市を中心に xPeng(小鵬)、WeRide(文遠知行)、Pony.ai(小馬智行)、BYD などを訪問

し、工場視察、実車試乗を行った。 

 

 ●「人型ロボット・自動運転考察ミッション」の派遣 

  テーマ別考察団の第三弾として 12 月８～11 日の日程で北京市に派遣。堂ノ上武夫専

務理事を団長に、賛助会員企業はじめ 23 名が参加した。北京ヒューマノイド創新中心、

京東(JD.com)スマート倉庫、北京星動紀元科技有限公司(ROBOTERA)、北京銀河通用機器

人有限公司(GALBOT)のほかファーウェイ北京会展中心を訪問した。 

 

③「第２回日中ビジネス環境円滑化ワーキンググループ」の開催協力 

経済産業省と中国商務部アジア司が９月 24 日に開催した「第２回日中ビジネス環境円

滑化ワーキンググループ」に、事前準備から当日の運営、フォローアップ等一連の協力

を行った。当日は、田中一成経済産業省大臣官房審議官と王立平商務部アジア司長によ

る共同議長のもと、両国の関連の経済団体も参加するなかで、両国のビジネス環境の改

善に向けた意見交換が行われた。同日午後は企業視察を行った。 

 

 



④「日中第三国市場協力交流会」の開催 

９月 24日の午後、「第２回日中ビジネス環境円滑化ワーキンググループ」と併せて「日

中第三国市場協力交流会」を開催した。当協会と中国機電製品輸出入商会による共同開

催のもと約 70名が参加。来賓として田中一成経済産業省大臣官房審議官、王立平商務部

アジア司長、羅暁梅中国駐日本国大使館経済商務公使が出席した。経済発展が顕著な「グ

ローバルサウス」諸国への日中両国企業による第三国への協力に関し、先行成功事例の

紹介や今後の方向性についてプレゼンテーションが行われた。当協会からは堂ノ上武夫

専務理事、中国側は劉春機電商会副会長が主催者挨拶を行った。 

 

（４）政府関連機関・団体等への支援・協力 

①日中長期貿易協議委員会 

令和７年度（2025年１～12月）は、現行覚書の最終年度に当たるため、セミナー開催等

の活動に加え、覚書更新に向けた調整を進めた。具体的には、「日中省エネルギー・環境総

合フォーラム」長期貿易分科会の調整も兼ねて北京に出張し、商務部アジア司等と意見交

換を行った。出張後、オンラインで内部向けの出張報告と意見交換を実施した。しかし、

日中関係悪化の影響もあり、新しい覚書の調印には至っておらず、引き続き調印に向けた

調整を行っている。 

また、前回（2024年）は東京で開催した「日中省エネルギー・環境総合フォーラム」（長

期貿易分科会を含む）について、令和７年度は北京開催に向けて主催者間で調整を進めて

いたものの、日中関係の悪化もあり、開催の目途が立たない状況が続いている。 

 

Ａ．石炭専門委員会 

「石炭取引交流会」は 2019年以降開催できておらず、再開に向けた取り組みとして、９

月 30 日に中国中煤能源集団有限公司駐日本代表事務所の王佩軍代表とともに、東京にて

「石炭分野に関する日中意見交換会」を開催した。当日は、王代表より中国の石炭産業の

概況を紹介いただき、その後、質疑応答および意見交換を行った。 

また、昨年に引き続き、以下の通りセミナーを２回開催した（講師敬称略）。   

〔第１回〕   

日 時：2025年７月２日（水）   

テーマ：第７次エネルギー基本計画およびエネルギー分野における日中協力の動向   

講 師：経済産業省 資源エネルギー庁 長官官房 国際課 課長補佐 佐伯 岳彦   

〔第２回〕   

日 時：2025年 12月９日（火）   

テーマ：炭素排出実質ゼロに向けた中国の取組みと化石エネルギーの役割、および世界

市場への影響   

講 師：長岡技術科学大学大学院 情報・経営システム系 教授 李 志東 

 

 



Ｂ．省エネ等技術交流促進部会 

前述のとおり、「日中省エネルギー・環境総合フォーラム」は年度内の開催に至らず、昨

年８月の北京出張時に機電商会と分科会に向けた意見交換を行うにとどまった。今回の分

科会では、前回同様「グリーン貿易・投資」をテーマに、より具体的な議論を進めること

を日中双方の事務レベルで想定している。日本側からは、中国のエネルギー分野で「数智

化」（デジタル化・スマート化）の取り組みが進展していることを踏まえ、日中協力のキー

ワードとして「脱炭素に向けた可視化ツールの活用」および「サービス市場の成熟度を踏

まえた協力可能性」を中国側に提案した。現在、先方からの回答を待っている。 

 

Ｃ．情報配信サービス 

新しい会員サービスとして、2026年１月より、中国の石炭・石油業界の動向に関する公

開情報等を、日中長期貿易協議委員会の事務局が取りまとめ、参考情報として月に２回、

会員に配信している。 

 

②日中友好７団体の活動 

2025年度は、「大阪・関西万博」開催に伴い中国から多数の訪日団が派遣され、関係６団

体（日本中国友好協会、日本国際貿易促進協会、日本中国文化交流協会、日中友好議員連

盟、日中協会、日中友好会館）とも協力して対応した。そのほか、25年９月のチャイナフ

ェスティバル 2025（日本中国友好協会等後援）に堂ノ上武夫専務理事が参加した。 

 

３．対中ビジネス支援事業 

賛助会員企業の中国ビジネス展開へのサポートを目的に、北京市大地法律事務所に委託

して「中国ビジネス法律相談会」を５回開催した。相談会では、中国弁護士が個別企業か

らの相談に対応したほか、協会役職員と最新の法制度関連動向等について意見交換した。

関西本部では、協会職員が賛助会員企業を含む関西所在企業からの相談に対応した。 

 

４．人材育成・人的交流事業 

(１）中国大学生「走近日企・感受日本」訪日事業への協力 

当協会は、中国日本商会と中国日本友好協会が主催する「走近日企・感受日本」中国大

学生訪日研修事業の日本側での受け入れ実務を担当している。2025年 11月 27日より７泊

８日の日程で第 28回訪日団を受け入れる予定であったが、11月 17日に中国側から中国日

本商会へ派遣延期の申し出があり、本事業は開催延期となった。 

 

５．在外事務所活動 

（１）北京事務所 

日中間の各経済分野について、中央・地方政府、企業（国有・民営）、各関連機関との交

流促進・連携強化に向けた、連絡調整や事業協力などを実施した。 



2025年度は５月に日中経済知識交流会が北京で開催されるなど、対面での交流活動が活

発化したほか、７月広東省深圳市・広州市での「第２回中国自動運転考察ミッション」や

９月吉林省長春市での「日中経済・貿易交流イベントおよび水素エネルギー産業マッチン

グ会」、12月北京市での「人型ロボット・自動運転考察ミッション」等における関係機関と

の連絡調整、視察等の手配を行った。各地方政府や交流団体、シンクタンクとの交流につ

いては、「第３回中国国際サプライチェーン博覧会」をはじめ現地開催の各種会議や活動に

積極的に参加・発言を行った。 

また、在中国日本大使館、JETRO北京事務所、北京エリア担当日系食品企業と連携し、食

品等の輸出プロモーションを実施した。加えて、「大阪・関西万博 2025」の各省ウィーク開

催に向けた訪日ビザ発給に要する各省市区の関係者へのインビテーション発行に協力した。 

一方、2025年 11月以降に一変した日中関係の影響もあり、従来の両国間経済交流・往来

が途絶える事態に直面し、「2025年度（第 48 回）日中経済協会合同訪中代表団」が派遣延

期となる中、民間企業を中心とした中国側との交流・対話機会の維持継続と、現地開催の

イベントなどを通じた情報収集、発信に努めた。【別添資料５】 

 

（２）上海事務所 

日本企業の中国事業への支援という立場から、各種プロモーション活動や文化交流イベ

ントへの協力を行ったほか、各種活動に参加した。また、在上海日本国総領事館や上海日

本商工クラブ、JETRO上海事務所、成都事務所等と連携し、上海市をはじめとした華東地域

（江蘇省・浙江省・安徽省）の各省・市政府や関連機関・企業等と連絡を取り合い、各地

域の経済状況や投資促進策等に関する情報を収集し、日本企業に向けて発信を行った。 

日中の地方間交流強化については、北海道経済交流室、大分県経済交流室、石川県経済

交流室、宮崎県経済交流室が主体となって、食品・酒類などそれぞれの地元企業による特

産品の輸出プロモーションや各地域の名所旧跡等の観光地の PR、さらには日系大手企業と

連携した新たな地域開発事業に取り組んだ。このほか、中国内陸部への産業移転や販売網

の拡充を狙う日系企業に対しては、関連情報の提供とともに、必要に応じて現地訪問を企

画・実施した。 

一方、2025年 11月の上海輸入博の終了後は、日中関係の悪化に伴い、特に地方政府機関

との交流はほぼ停止状態となったものの、日中両国企業間の円滑な交流継続のために、相

談窓口の紹介や関連情報の提供などの支援を行った。【別添資料６】 

 

（３）成都事務所 

成都市をはじめとする四川省内各都市や重慶市、およびその周辺省・市の関係政府機関

等と連携し、日本企業･関連団体等のニーズに対応する情報の収集や、人的交流への支援な

どを行った。また、引き続き成都日本商工クラブの事務局業務を担当し、現地日系企業と

各地方政府機関等とのパイプ役を果たした。 

そのほか、毎年開催している在留邦人の交流プラットフォームである各種親睦活動など

にも取り組んだ。 



11月以降の日中関係の悪化に伴い、地元の政府機関との交流の機会は閉ざされたが、企

業活動に対する支援については、引き続き政府機関への働きかけなどの対応を進めた。 

【別添資料７】 

 

(４)瀋陽事務所 

地元政府各関係部門、団体および協会本部等と連携し、個別交流・協力を進めつつ、日

中経済協力会議に代わる新たにテーマを絞ったかたちでの東北４省区（遼寧省、吉林省、

黒龍江省、内モンゴル自治区）との交流のあり方を検討した。その結果を踏まえ、｢第 34 回

ハルビン商談会開幕式｣、｢第 15 回中国—北東アジア博覧会開幕式｣、｢第６回遼寧国際投資

貿易商談会｣などの会議開催に協力したほか、｢遼寧-日本経済貿易合作説明会(東京)｣、｢日

中(吉林)水素エネルギー産業プロモーション交流会(東京)｣、｢日中(吉林)水素エネルギー

開幕式・産業マッチング会｣を共催フォローした。また、東北４省区で行われた様々なイベ

ントへも積極的に参加し、現地進出日系企業との交流や情報発信にも注力した。 

【別添資料８】 

 

  



【別添資料１】21世紀日中関係展望委員会（第 20回）提言書 

 テーマ：日中両国は難局を越え、知的革新に貢献を 

構 成：１．ルールに基づく自由貿易体制の堅持 

２．経済の武器化がもたらす長期的なビジネス・コンフィデンス喪失と世界的

な破局への懸念 

３．中国の健全な市場の整備と経済構造調整 

４．持続可能な経済社会の発展と知的革新に向けた日中協力の推進 

５．中国ビジネス推進のためのビジネス環境改善 

 

【別添資料２】賛助会員セミナー（敬称略） 

５月 20 日 テーマ：産業政策と通商ルール：「トランプ関税」をもたらした中国の過剰

生産問題をどう解決するか 

講 師：渡邉真理子 学習院大学経済学部経営学科 教授 

７月 29日 テーマ①：日中協業・パートナーシップについて 

       講 師：小川良典 欧力士（中国）実業控股有限公司 執行総裁 

テーマ②：第２回中国自動運転考察ミッション概要報告、中国における自動

運転タクシーの今 

講 師：佐々木伸彦 日中経済協会 理事長、平槇早彌佳 調査部 主任 

９月 25日  テーマ：いま、海南省で起こっていること：海南自由貿易港への誘い 

講 師：平山雄一 JC総合コンサルティング有限公司 総経理 

10月 29日  テーマ：JD.COMにおける越境 EC 取り組み事例ご紹介 

講 師：岩井隆人 株式会社フランクジャパン 営業部 営業部長 

１月９日   テーマ：中国におけるレアアースの輸出管理動向と企業への影響 

講 師：藤原智生 独立行政法人日本貿易振興機構調査部中国北アジア課 

課長代理 

２月 13日 テーマ：中国市場動向と"強い中国"に向き合う企業戦略～求められるチャイ

ナスピードへの適応～」 

講 師：及川亮平 みずほ銀行（中国）有限公司 中国アドバイザリー部 

 部長 

３月 25日 テーマ：中国企業の海外投資の潮流／全人代を受けた中国経済の動向 

講 師：藤原裕一 日本銀行 北京事務所 事務所長 

 

【別添資料３】 日中経協ジャーナル 各号特集テーマ 

〔2025年〕 

・４月号 No.375号 知の創造と進化で新たな地平を拓く-2024年度日中経済協会合同訪 

中代表団抄録- 

・５月号 No.376号 自動化の未来：日中連携の可能性を探る 

・６月号 No.377号 中国医・薬解体新書 



・７月号 No.378号 そうだ、中国へ行こう！ 

・８月号 No.379号 第２次トランプ政権と中国 

・９月号 No.380号 メイド・イン・チャイナの現在 

・10月号 No.381号  中国の対外経済戦略とグローバルサウス 

・11月号 No.382号 夫婦から読み解く現代中国事情 

・12月号 No.383号 2026年の中国経済-低成長時代のビジネスチャンスとは- 

〔2026年〕 

・１月号 No.384号 中国次世代都市の現在地 

・２月号 No.385号 人型ロボットの現状と未来 

・３月号 No.386号 キーワードで読み解く最新中国 

 

【別添資料４】 

① 大阪・関西万博への協力 

日時 イベント名 協会出席者 備考 

４/13 中国館・開館式 佐々木理事長  

４/28 「四川省ウィーク」開幕式 

（陳建安中国国際貿易促進委員会副会長

出席） 

関西本部事務局長 
同日大阪開催「中国(四川)-日本経済
貿易交流会・企業懇談会」にも出
席・来賓挨拶。 

４/30 陳建安 中国国際貿易促進委員会副会長

歓迎懇談会 

〃 
大阪商工会議所鳥井会頭を筆頭に開
催。 

５/15 「天津市ウィーク」開幕式 〃 
同日の「天津投資環境説明会･中日企
業貿易商談会」にも出席。 

５/20 「江蘇省ウィーク」開幕式 
 ５/20「塩城市デー」 
 ５/21「無錫市デー」 
 ５/22「蘇州市デー」 

〃 
同日の「中国(塩城)投資環境プロモ
ーション会議」に出席・来賓挨拶。 

５/23 「海南省ウィーク」開幕式 佐々木理事長 
李飛書記と事前単独会見実施。来賓
代表挨拶。 

６/１ 「厦門市デー」開幕式 関西本部事務局長 
前日の「厦門-日本経済・貿易・文化
観光交流ビジネスマッチング会」も
出席。 

６/３ 「安徽省デー」開幕式 〃 
 

６/５ 「貴州省ウィーク」開幕式 〃 
同日の「貴州省経済貿易・文化観光
プロモーションイベント」にも出
席。 

６/９ 「吉林省デー」開幕式 〃 
 

６/11 「広西チワン族自治区ウィーク」開幕式 〃 
翌日の「広西生態環境・ヘルスケア
産業促進会議」で来賓挨拶。 

６/16 「甘粛省デー」開幕式 〃 
同日の「甘粛省(大阪)製造企業交流
会」にも出席。 

６/18 「湖北省ウィーク」開幕式 〃 
18 日「湖北(大阪)投資懇談会」出
席、19 日「武漢市貿易投資協力交流
会」来賓挨拶 

６/27 「広東省ウィーク」開幕式 〃 
前日の「中国(広州)-日本(大阪)経済
貿易交流会イベント」、翌日の「広
東・香港・マカオ大湾区投資環境説
明会」・「日中ヘルスケア産業マッ
チング会(神戸)」にも出席。 

６/30 進藤孝生会長中国館視察 進藤会長 

堂ノ上専務 

鄔勝榮館長の案内で中国館を視察。
同日夜は薛剣大阪総領事との会食懇
談。 

７/８ 「陝西省ウィーク」開幕式 関西本部事務局長 
 



７/11 中国ナショナルデー公式セレモニー 佐々木理事長 

関西本部事務局長 

同日の関西経済７団体による何立峰
副総理との朝食懇談会には関西本部
事務局長が出席。 
万博協会主催の歓迎レセプションは
佐々木理事長ほかが出席。 

７/12 「浙江省ウィーク」開幕式 関西本部事務局長 
 

７/15 「新疆ウイグル自治区ウィーク」開幕式 〃 
 

７/29 「山東省ウィーク」開幕式 
 ７/31「青島市デー」 

〃 
同日の「対話山東-日本・山東産業協
力交流会」にも出席。 

８/18 「寧夏回族自治区デー」開幕式 〃 
同日の「寧夏の特色優位産業プロモ
ーション」にも出席。 

８/19 「黒龍江省デー」開幕式 〃 
同日の「中国(黒龍江)-日本越境産業
サプライチェーン説明会」で講演 

８/21 「河南省ウィーク」開幕式 〃 
 

８/24 「遼寧省ウィーク」開幕式 
 ８/26「大連市デー」 

〃 
同日の「経済文化交流・招宴会」に
も出席 

９/９ 「青海省デー」開幕式 〃 
同日の「青海省「四地」産業案内・
商談会」で来賓挨拶 

９/23 「雲南省デー」開幕式 〃 
同日の「2025「雲品出滇」日本(大
阪)経済貿易プロモーションイベン
ト」・「第八回関西地域中日企業経
済交流会」出席 

９/29 「山西省ウィーク」開幕式  〃 
同日のプロモーションイベントにも
出席。 

10/３ 「マカオウィーク」開幕式 〃 
同日の「中国(マカオ)-日本経済貿
易・文化交流会」にて来賓挨拶。 

10/９ 「内モンゴル自治区デー」開幕式 〃 
同日の「経済貿易・観光プロモーシ
ョン交流会」にも出席。 

10/11 「上海デー」開幕式出席 〃 
 

 

② 地方各省・市等との主要交流ほか状況 

山東省 

 

４/14 

(東京) 

「済南と共に未来を築くー済南(東京)投資協力懇談会」参加 
 楊麗・済南市副市長一行が訪日し都内にて開催。本部職員が来賓挨拶。 

 ４/15 

(東京) 

「日中シルバー産業交流座談会」共催 
 劉明・国家発展改革委員会社会発展司長を団長としたシルバー産業企業訪日団が

来日。発改委国際合作中心と当協会会議室において本懇談会を共同開催。日中併

せて約 40名が参加。堂ノ上専務理事が挨拶。 

安徽省 

池州市 

４/21 

(東京) 

「中国(池州)-日本(東京)企業合作交流会」出席 
 賀東・安徽省池州市長一行が来日し都内で企業交流会を開催。日中双方から約 30

名が参加。本部職員が来賓挨拶した。 

内蒙古 

興安盟 

４/23 

(東京) 

「中国興安盟-東京 観光プロモーション経済貿易商談会」出席 
于吉順・内モンゴル自治区興安盟行政公署盟長一行が来日、都内において 30名

規模の商談会を開催。本部職員が来賓挨拶。日中企業によるプロジェクト調印式

も実施。 

四川省 

成都市 

４/24 

(東京) 

「成都対日開放協力経済貿易商談会」協力 
大阪万博「四川省ウィーク」に先立ち王鳳朝・成都市長出席のもと都内におい

て開催。当協会成都事務所が後援し、前成都事務所長及び本部職員が来賓として

出席。プロジェクト調印式のほか個別企業マッチングなども実施。 

浙江省 

杭州市 

４/24 

(東京) 

「杭州投資環境セミナー」協力 
馬莉莉・杭州市新聞弁公室副局長一行が訪日し、大阪万博杭州デーの事前宣伝

を兼ねたセミナーを都内にて開催。宣伝協力を行うとともに本部職員が出席。 



四川省 ４/28 

(大阪) 

「中国(四川)-日本経済貿易交流会・企業懇談会」後援 
「四川省ウィーク」ならびに続けて開催された交流会に関西本部が後援。黄

莉・四川省国際貿易促進委員会会長出席のもと関西本部事務局長が来賓挨拶。 

北京市 ５/７ 

(東京) 

「北京-日本経済協力プロモーション交流会」出席 
大阪万博「北京市ウィーク」開幕式に併せて劉梅英・北京市副秘書長一行が来

日。北京市国際貿易促進委員会の要請を受け本部職員が出席。 

江蘇省 

太倉市 

５/７ 

(大阪) 

「2025大阪太倉デー」・「日中地方経済協力セミナー」後援 
施敬・太倉市常務副市長一行が大阪市内において開催。関西本部が後援、関西

本部事務局長が出席。 

上海市 

松江区 

５/８ 

(大阪) 

「上海市松江区ビジネス環境説明会」後援 
王華傑･上海市松江区書記一行が訪日、大阪市内で同説明会を開催。当協会関西

本部が後援、宣伝協力を行うとともに関西本部事務局長が出席。 

北京市 ５/９ 

(大阪) 

「北京に投資しウィンウィンの未来へ説明会」協力 
劉梅英・北京市副秘書長ら一行が来日、大阪市内で開催。後援とともに、事前

の宣伝協力を実施。関西本部事務局長が出席した。 

広東省 

深圳市 

５/12 

(大阪) 

「深圳-大阪イノベーション・コラボレーション大会」協力 
羅晃浩・深圳市副市長一行が大阪・関西万博の深圳ウィーク開幕式出席のため

来日。事前宣伝協力を行うとともに、関西本部事務局長が出席。 

天津市 ５/15 

(大阪) 

「天津市産業説明会・中日企業ビジネス商談会」出席 
大阪万博「天津ウィーク」開幕式出席のため李文海・天津市副市長一行が来

日。開幕式に続き行われた同説明会に関西本部事務局長が出席。 

広東省 ５/17 

(東京) 

「艾学峰・広東省発展改革委員会主任」一行への協力 
５月 17～21日の日程で同省が推進する重点経済分野でのビジネス協力のため来

日。賛助会員企業（日本郵船、AGC、三井化学）への訪問、交流をサポート。
佐々木理事長へも表敬訪問。 

江蘇省 

塩城市 

５/20 

(大阪) 

「中国(塩城)投資環境プロモーション会議」出席 
「塩城市デー」開幕式に続き「投資環境プロモーション会議」を開催。関西本

部事務局長が出席、挨拶。 

甘粛省 ５/30 

 

「第４回文明交流・相互参照対話会」で講演 
中国共産党中央対外聯絡部の下部組織・中国国際交流協会からの招請により堂

ノ上専務が参加。韓正国家副主席が対話会にて講演。会期後は甘粛省、新疆ウイ
グル自治区を視察。 

安徽省 ６/４ 

(東京) 

「安徽省貿易・投資説明会」共同開催 
鄭東涛・安徽省国際貿易促進委員会主任(会長)一行が大阪万博「安徽省デー」

開幕式出席のため来日。開幕式翌日に本会議を共同開催、日中双方約 50名が出
席。会議では髙見澤理事が主催者挨拶。 

貴州省 ６/５ 

(大阪) 

「貴州経済貿易・文化観光プロモーションイベント」後援 
苗宏・貴州省国際貿易促進委員会会長一行が大阪万博「貴州省ウィーク」開幕

式及び経済貿易・文化観光プロモーションイベント開催のため来日。関西本部事
務局長が来賓挨拶。 

江蘇省 

蘇州市 

６/６ 

(東京) 

「第３回日中国際医療産業サミット」・「蘇州(東京)シルバー経済産
業イノベーション協力マッチング会」に出席 

 宣伝協力を行うとともに本部職員が出席。 



江蘇省 

南通市 

６/12 

(東京) 

「南通に投資・未来を共創 南通市投資説明会」後援 
張彤・南通市長一行が来日、都内にて投資説明会を開催。後援協力とともに、本

部職員が出席。 

広 西 

自治区 

６/12 

(大阪) 

「広西生態環境・ヘルスケア産業プロモーション大会」出席 
劉有明・広西チワン族自治区人大常務委員会副主任一行が大阪万博「広西ウィ

ーク」開幕式出席のため来日。日中双方約 100名が参加、関西本部事務局長が挨
拶。 

甘粛省 ６/16 

(大阪) 

「甘粛省(大阪)製造企業交流会」出席 
何偉・中国人民政治協商会議甘粛省委員会副主席一行約 30名が「甘粛省デー」

開幕式出席のため来日。関西本部事務局長が出席。 

甘粛省 ６/18 

(東京) 

「中国甘粛省(日本)産業説明交流会」出席 
何偉・中国人民政治協商会議甘粛省委員会副主席一行約 30名が東京にて産業説

明交流会を開催。本部職員が出席。 

遼寧省 ６/18 

(東京) 

「遼寧-日本経済貿易協力交流説明会」共同開催 
王新偉・遼寧省長一行が就任後初の訪日。東京、大阪を訪問し関係企業等と交

流。都内で説明会を開催し呉江浩大使をはじめ日中双方約 150名が出席。日本側
代表として佐々木理事長が主催者挨拶。 

湖北省 ６/18 

(大阪) 

「湖北(大阪)投資懇談会」出席 
何麗君・湖北省政府副秘書長ら一行が「湖北省ウィーク」開幕式出席のため来

日。関西本部事務局長が出席。 

湖北省 

武漢市 

６/19 

(大阪) 

「中国(武漢)-日本貿易投資協力交流会」出席 
任健・武漢市国際貿易促進委員会会長を筆頭に大阪市内で交流会を開催。関西

本部事務局長が出席、挨拶。 

湖北省 ６/20 

(東京) 

「中国(湖北)—日本貿易投資商談会」後援 
何麗君・湖北省政府副秘書長ら一行が東京で商談会を開催。後援機関として本

部職員が出席。 

山東省 

煙台市 

６/24 

(大阪) 

「煙台-関西地方重点産業合作交流会」出席 
楊炳偉・煙台市投資促進センター主任一行が来日。関西本部事務局長が挨拶。 

 

広東省 ６/26 

(大阪) 

「中国(広州)-日本(大阪)経済貿易交流イベント」出席 
広州市国際貿易促進委員会が大阪市内で開催。関西本部事務局長が出席。 

広東省 ６/27 

(大阪) 

「中国広東省・関西環境ビジネスマッチングセミナーin大阪」協力 
経済産業省近畿経済産業局が広東省生態環境局と共同開催。事前宣伝ととも

に、関西本部事務局長が「日中省エネルギー・環境データバンク」の取り組みに
ついて講演。 

広東省 

 

６/28 

(神戸) 

「広東・香港・マカオ大湾区投資環境説明会」・「日中ヘルスケア産
業マッチング会」出席 
鄧海光・広東政協副主席出席の下、神戸市内で説明会を開催。関西本部事務局

長が出席し、日中ヘルスケア産業マッチング会で挨拶。 

広 西 

自治区 

７/９ 

(東京) 

「中国広西商品博覧会『桂品出海』」開幕式出席 
「ものづくりワールド[東京]2025」の併設展として開催。本部職員が挨拶。 

北京市 

貴州省 

７/ 

15-19 

「中国国際サプライチェーン促進博覧会開幕式」出席・貴州省訪問団
派遣 
中国国際貿易促進委員会の招待で堂ノ上専務を団長に 20名が開幕式及び関連イ

ベントに出席。北京での日程後、貴州省を訪問。貴陽、遵義の有力企業を視察。 
 



浙江省 

寧波市 

７/15 

(東京) 

「『投資寧波』イノベーション協力産業交流会」出席 
葉苗・寧波市副市長ら一行が来日。寧波市投資促進局、寧波市科学技術局共催

による交流会を都内で開催。本部職員が出席。 

新 疆 

自治区 

７/15 

(大阪) 

「中国(新疆)-日本経貿合作促進・企業マッチング会」出席 
大阪万博「新疆ウィーク」開幕式に続いて大阪市内で開催、日中双方 150名が

出席。関西本部事務局長が出席。 

新 疆 

建設兵団 

７/17 

(東京) 

「新疆生産建設兵団 経済貿易交流商談会」出席 
柯重任・新疆建設兵団国際貿易促進委員会専任副会長一行が都内にて商談会を

開催。本部職員が出席。企業プレゼンテーションの他、協力調印式を実施。 

山東省 ７/29 

(大阪) 

「対話山東－日本・山東産業協力交流会」後援 
陳平・山東省副省長が出席した「山東省ウィーク」に続いて開催。後援機関と

して、宣伝協力ならびに関西本部事務局長が出席。 

四川省 

成都市 

７/30 

(大阪) 

「中日(成都)地方発展協力モデル区・中日産業協力プロモーション会」出席 
劉任遠・成都高新区書記一行が来日し、大阪にてプロモーション会を開催。関

西本部事務局長が挨拶。 

湖南省 ８/８ 

(東京) 

「湖南・日本経済貿易協力商談会」開催協力 
「湖南省ウィーク」開幕式翌日、季心詮・湖南省副秘書長、楊愛雲・湖南省国際
貿易促進委員会会長ら一行が都内にて開催。堂ノ上専務が日本側代表として挨
拶。 

黒龍江

省 

８/20 

(東京) 

「中国（黒龍江）-日本経貿合作交流会」共同開催 
「黒龍江デー」開幕式翌日、于雪松・黒龍江省国際貿易促進委員会副会長一行が

都内で開催。日中双方約 100名が出席。日本側共催機関として本部職員が挨拶。 

 ９/14 

(東京) 

「李興乾・中国国際貿易促進委員会副会長」との懇談 
李興乾副会長一行が「2025国際知的財産保護協会(AIPPI)横浜国際総会」への

出席及び協力機関への表敬訪問のため来日。日中協力を巡る課題につき佐々木理

事長と朝食懇談。 

 ９/ 

14-18 

(東京) 

「国務院国有資産監督管理委員会社会責任研修訪日団」への協力 
張曉松・国資委社会責任局副局長を団長とする一行 25名が訪日。東京での活動

日程における訪問・交流先の紹介、訪問手配を協力、本部職員が同行。 

雲南省 ９/22 

(東京) 

「雲南特産品日本プロモーション」に出席 
雲南省商務庁が都内にて「雲南特産品 海を越え東京へ香り届ける」プロモーシ

ョンイベントを開催、本部職員が出席。会場では雲南珈琲等、高級農産品の試飲
なども実施。 

江蘇省 

南通市 

９/26 

(東京) 

「江蘇省南通海門最新政策セミナー」に出席 
王一兵・南通市海門区区長を団長とする一行が都内にて開催。本部職員が出

席。 

 10/９ 

(東京) 

「第 15 回在日外国人国際ビジネス交流展示会」・「第 10 回在日中小企業サ
ービス展示会」後援 
日中人材・ビジネス交流協会他が「すみだ産業会館」で開催。後援機関として

宣伝協力。 

上海市 10/10 

(大阪) 

「上海・関西経済貿易交流会」後援 
大阪万博「上海デー」に先だって開催、当協会関西本部が後援。顧春霆・上海

市国際貿易促進委員会副会長を筆頭に日中双方 100名を超える規模となり、関西
本部事務局長が出席。 

 



福建省 

福州市 

10/ 

16-19 

「2025世界航海装備大会」への協力 
福建省政府、中国船舶集団が福州市にて開催。実施機関である中国船舶信息研

究中心と連携し、賛助会員企業を中心に個別参加慫慂。 

遼寧省 

大連市 

10/ 

24-26 

「大連日本商品展覧会」への協力 
協力機関として事前の宣伝協力等を実施。趙東・大連市副市長が出席した大連

市での開幕式に北京事務所、瀋陽事務所職員が出席。 

四川省 

成都市 

10/29 

(東京) 

「蒲江投資誘致説明会」出席 
甘鋭・成都市蒲江県副県長一行４名が来日し、都内にて説明会を開催。日中双

方併せて約 20名が参加。本部職員が出席。 

山東省 

煙台市 

10/30 

(東京) 

「煙台黄渤海新区-東京重点産業合作交流会」出席 
翟明陸・煙台黄渤海新区招商局副局長一行が訪日し、都内にて開催。日中双方

併せて約 120名が参加。事前の宣伝協力を行うとともに、髙見澤理事が挨拶。 

広東省 

深圳市 

11/12 

(東京) 

「深圳市グローバル投資促進プロモーション大会日本分大会」後援 
深圳市投資促進局、深圳市商務局が都内にて開催。100名を越える参加者の

下、後援機関として本部職員が出席。 

貴州省 11/12 

(東京) 

「貴州省工商業聯合会訪日団企業マッチング交流会」共同開催 
来日した施波・貴州省工商業聯合会副主席一行と当協会が共同開催。日中双方

約 40名が参加、髙見澤理事が日本側主催者として挨拶。 

広東省 

珠海市 

11/ 

23-26 

「カーボンピークアウト・カーボンニュートラル国際フォーラム
（2025・横琴）」基調講演 
中国能源研究会からの招待により佐々木理事長が出席。脱炭素社会建設へ向け

た日中協力について基調講演を行ったほか、艾学峰・広東省発改委主任、翟青・

全国政協人口資源環境委副主任、張暁強・中国国際経済交流センター常務副理事

長らと意見交換。 

 

③ 当協会東京本部・関西本部への表敬訪問等 

・廖艶梅・中国国際貿易促進委員会广東省分会展覧部長一行（４月１日大阪） 

・王蔚静・上海市財政局長一行（４月 14日東京） 

・黄麗華・吉林省外事弁公室副主任一行（４月 22日東京） 

・呉暁輝・吉林省商務庁服務貿易処処長一行（４月 23日東京） 

・陳 晨・中日(成都)城市建設・現代服務業開放合作示範区指導小組地方連絡組長一行 

(４月 23日東京) 

・劉驕雁・中国国際貿易促進委員会湖南省分会貿易投資促進部長一行（４月 24日東京） 

・宣兆海・中国国際貿易促進委員会吉林省委員会副会長一行（４月 25日東京） 

・龐大慶・中国国際貿易促進委員会内モンゴル自治区委員会貿易投資促進部長一行 

（４月 30日東京） 

・頼  凡・四川省成都市人民政府副秘書長一行（５月１日東京） 

・艾学峰・広東省発展改革委員会主任一行（５月 20日東京） 

・倪 倩・上海市浦東新区人民代表大会常務委員会副主任一行（５月 26日東京） 

・張冲林・江蘇省淮安市人民政府副市長（５/27大阪） 

・李 軍・中国環保機械行業協会副秘書長一行（５月 29日東京） 



・呉  輝・江蘇省商務庁対外合作交流処副処長一行（６月５日東京） 

・李伝勝・中国国際貿易促進委員会黒竜江省委員会副秘書長一行（６月５日東京） 

・姚  晴・武漢市人民政府副秘書長一行（６月 20日東京） 

・呂  鵬・青島市城陽区党委書記一行（６月 20日東京） 

・古  群・中国電子部品業界協会常務副理事長一行（６月 24日東京） 

・劉  兵・中国国際貿易促進委員会河南省分会副会長一行（６月 25日東京） 

・王建平・陝西省漢中市人民政府市長一行（７月８日大阪） 

・雷仲華・広西チワン族自治区商務庁対外貿易処長（７月 10日東京） 

・柯重任・中国国際貿易促進委員会新疆生産建設兵団委員会副会長（７月 16日東京） 

・蘭 彬・中国国際貿易促進委員会ウルムチ市委員会会長一行（７月 16日大阪） 

・高  林・上海工業商務展覧有限公司総経理助理一行（７月 24日東京） 

・王 岩・山東省商務庁対外貿易処副処長一行（７月 25日東京） 

・魏如山・中国建材集団有限公司副総経理一行（７月 29日東京） 

・孟向東・中国国際貿易促進委員会山東省委員会会長一行（７月 31日東京） 

・于雪松・中国国際貿易促進委員会黒龍江省委員会一行（８月 18日大阪） 

・石星愷・江蘇省通州湾江海連動開発示範区党工委副書記（８月 18日東京） 

・周 涛・中国国際貿易促進委員会河南省委員会国際連絡部長一行（８月 19日大阪） 

・楊 瑾・中国国際貿易促進委員会寧夏回族自治区委員会副会長一行（８月 20日大阪） 

・趙淑紅・河南省許昌市人民政府副市長一行（８月 22日大阪） 

・郭 斌・遼寧省商務庁副庁長一行（８月 25日大阪） 

・高 釣・青海省商務庁副庁長一行（９月 11日大阪） 

・方 遙・中国民営経済国際合作商会理事一行（９月 12日東京） 

・曾劉輝・江蘇省南通市人民政府弁公庁副主任一行（９月 25日大阪） 

・郭周明・内モンゴル自治区商務庁副庁長一行（10月 10日大阪） 

・陳新華・中国飯店協会会長一行（10月 10 日大阪） 

・黄 穎・福建省厦門市湖里区委書記（10月 28日東京） 

・李清泉・浙江省環境保護産業協会副秘書長一行（11月 17日東京） 

 

【別添資料５】北京事務所 

①経済交流・イベント・事業協力 

＜当協会の各種事業関連の下、以下諸活動に参加＞ 

・「北京友好使者」首都空港「北京サービススポット」見学・座談会〔北京〕（４月２日） 

・中日韓情報通信イノベーション対話及び産業マッチング会〔蘇州〕（４月 10～12日） 

・青海省商務庁「青海省『家宴』の発表と試食イベント」〔北京〕（４月 11日） 

・中日協力創新示範区「在北京日系企業、日系商会・協会座談会」〔北京〕（４月 15日） 

・2025フォーブス中国ニューリーテル大会〔長沙〕（４月 17～19日） 

・中連部「中国共産党のストーリー」テーマ説明会〔重慶〕（４月 20～22日） 

・2025蘇州グローバルビジネス誘致大会〔蘇州〕（４月 25～27日） 



・遼寧国際ペット産業 EC合作交流オープニングイベント〔鞍山〕(４月 29日) 

・日本企業唐山行〔唐山〕(５月９～10日) 

・第７回駐遼寧省外資商会協会年会〔大連〕(５月 12日) 

・第５回投資遼寧大会〔大連〕(５月 13日) 

・第 42回日中経済知識交流会〔北京・広州・深圳〕(５月 28～31日) 

・甘粛省金昌経済開発区マッチング交流会〔北京〕（６月 10日） 

・ヒマラヤ企業家会議〔チベット自治区〕（６月 26～29日） 

・第 31回中国蘭州投資貿易商談会〔蘭州〕（７月５～８日） 

・第２回中国自動運転考察ミッション〔広州・深圳〕（７月６～９日） 

・BiliBiliWorld〔上海〕（７月 12～13日） 

・四川省国際貿易促進委員会投資説明会〔北京〕（７月 16日） 

・第３回中国国際サプライチェーン促進博覧会〔北京〕（７月 16～20日） 

・第３回中国国際サプライチェーン促進博覧会訪中団〔貴陽・遵義〕（７月 17～19日） 

・北京安徽サプライチェーン促進会〔北京〕（７月 17日） 

・日系企業雲南考察ミッション〔シーサンパンナタイ族自治州景洪、モーハン鎮、昆明〕

（７月 21～24日） 

・両区建設５周年サロン〔北京〕（７月 25日） 

・世界ロボット博覧会〔北京〕（８月８～９日） 

・中国日本商会「安徽ミッション」〔合肥〕（８月 19～22日） 

・第 15 回中国東北アジア博覧会「中日経貿交流活動 水素エネルギー産業マッチング交流

会」〔長春・松原〕（８月 25～29日） 

・BCEIA2025(水処理関係展示会)〔北京〕（９月 11日） 

・2025年中国国際服務貿易交易会「海淀区の夜」〔北京〕（９月 12日） 

・｢第６回遼寧国際投資貿易商談会開幕式｣〔瀋陽〕(９月 25日) 

・｢遼寧-日本経済貿易合作マッチングイベントセミナー｣〔大連〕(９月 26日) 

・成都対日開放協力経済貿易マッチング会〔北京〕（10月 22～24日） 

・2025（第 14回）大連日本商品博覧会〔大連〕（10月 24日） 

・緑色発展連盟主催「中国園区のゼロカーボン・グリーン Xシンポジウム」〔北京〕（11月

４日） 

・第８回中国国際輸入博覧会〔上海〕（11月５～10日） 

・「人型ロボット・自動運転考察ミッション」〔北京〕（12月８～11日） 

・中外投資促進機構工作会〔北京〕（26年１月 19日） 

・中国機電産品進出口商会年末レセプション〔北京〕（26年１月 20日） 

・上海コンテンツ研究会〔上海〕（26年１月 22日） 

・上海日本商工倶楽部総会〔上海〕（26年１月 28日） 

・蘇州新年賀詞交歓会〔蘇州〕（26年１月 29 日） 

・中国建材「世界と共に歩む＠多国籍企業機構、中国建材集団有限公司を訪問」〔北京〕（26

年２月９日） 



・CECC「2026在華外企女高管走進豊台」〔北京〕（26年３月６日） 

・外資企業クロスボーダー金融セミナー〔北京〕（26年３月 19日） 

 

＜地方等からの表敬・交流等＞（オンライン含む） 

・吉林省商務庁（４月２日） 

・中国循環経済協会（４月 15日） 

・安徽省国際貿易促進委員会（４月 18日） 

・長春市国際貿易促進委員会（４月 23日） 

・青島市人民政府外事弁公室（４月 24日） 

・商務部投資促進事務局（４月 25日） 

・中国電子信息産業発展研究院（賽迪研究院）（４月 30日） 

・国家発展改革委員会国家節能中心（４月 30日） 

・石景山投資促進中心（５月 12日） 

・生態環境部政策研究中心（５月 28日） 

・河南省国際貿易促進委員会（６月４日） 

・大連市国際貿易促進委員会（６月４日） 

・中国貿易報（６月 19日） 

・青海省国際貿易促進委員会（６月 26日） 

・山東省国際貿易促進委員会（７月 15日） 

・安徽省外事弁公室（７月 17日） 

・海南省国際貿易促進委員会（７月 17日） 

・瀋陽経済開発区管理委員会日韓投資促進局（８月６日） 

・成都商務局中日弁公室（９月 11日） 

・中国国際展覧集団成立 40周年大会（11 月 20日） 

・青島自由貿易区ビジネス誘致投資有限公司（１月 14日） 

 

＜関係諸団体･組織・研究機関・大学への事業協力＞ 

日本経団連、日本商工会議所、日本経済同友会、日本貿易振興機構（含：アジア経済研

究所）、新エネルギー・産業技術総合開発機構、エネルギー・金属鉱物資源機構、海外電力

調査会、カーボンニュートラル燃料技術センター、日本自動車工業会、日本鉄鋼連盟、日

中投資促進機構、国際協力銀行、国際協力機構、科学技術振興機構、中国日本商会、日中

友好協会、自治体国際化協会、カーボンフロンティア機構への各種案件、調査事業等への

協力。 

 

＜中国側関係諸機関への事業協力＞ 

外交部、国家発展改革委員会（含外局：国際合作中心、国家節能中心）、工業信息化部、

商務部、中国社会科学院、国務院発展研究中心、中国共産党中央対外聯絡部（含：中国経

済聯絡中心）、中国国際貿易促進委員会、中国国際商会（含：中日韓企業交流中心）、中国



国際経済交流中心、中国日本友好協会、中国機電産品輸出入商会、中国五鉱化工品輸出入

商会、中国電池工業協会、北京市商務局、北京市投資促進服務中心、北京市公安局出入境

管理局、国家級経済技術開発区緑色発展連盟、中日イノベーション協力モデル区、大興国

際水素エネルギーモデル区、外交服務集団有限公司人力資源服務分公司、中国日本経済学

会、中国アジア経済発展協会、清華大学、各地方政府等。 

 

＜日中長期貿易協議委員会関連事業＞ 

第 18回省エネルギー・環境総合フォーラムの日中長期貿易分科会（2025年度は延期、北

京開催予定）の実施に向けた商務部および中国機電輸出入商会との連絡調整、および第 10

次日中長期貿易協議に関する協力覚書の改訂に向けた商務部、中国中煤集団有限公司と意

見交換（８月 18～20日）。 

 

②調査・情報収集 

・中国マクロ経済政策調査 

・日中経済動向調査（対中直接投資、貿易、経済交流、日系企業動向等） 

・省エネルギー・環境関連ビジネス情報収集 

・中国自動走行関連情報収集 

・中国の中央・地方各政府関連機関人事情報等の収集 

・中国の対外開放政策、地域振興政策調査 

・中国日本商会、北京日本倶楽部、北京日本人学校の運営・活動への参画、および日本大

使館、経済諸団体、研究機関、日系企業等との交流を通じた情報収集・発信 

 

③各室事業 

＜電力室＞ 

・国家電網帯電作業専門委員会の中部電力訪問〔名古屋〕、海電調訪問〔東京〕（４月 22日、

24日） 

・中国原子力行業協会主催原子力発電所視察団参加〔浙江省〕（４月 24～26日） 

・中国原子力行業協会主催中国原子力開発フォーラム参加〔北京〕（４月 27～29日） 

・第 16回中国原子力産業国際展示会を視察〔北京〕（４月 27～29日） 

・日中原子力産業協会・懇談会に参加〔北京〕（４月 28日） 

・国家電網南端集団国際視察団への参加〔南京〕（５月 19日） 

・国家電網主催 2025能源電力転換国際フォーラム参加〔北京〕（５月 20日） 

・国家能源局電力司一行の海電調訪問〔東京〕（６月９日） 

・広東電網横琴デジタルゼロカーボン共用実験室視察〔珠海〕（６月 25日） 

・亜州電力電工デジタルグリッド・エネルギー蓄電フォーラム・展示会参加〔広州〕（６月

26～27日） 

・南方電網蓄能股份有限公司訪問・意見交換〔広州〕（６月 27日） 

・第３回中国国際サプライチェーン促進博覧会視察〔北京〕（７月 16日） 



・中国電力企業聯合会との意見交換〔北京〕（７月 24日） 

・世界 AI大会（WAIC）及び南方電網主催電力フォーラム参加〔上海〕（７月 26～28日） 

・第２回香江国際フォーラム及び電力フォーラム参加〔香港〕（９月８～10日） 

・中国電力企業聯合会主催中国 ASEAN 電力合作発展フォーラム参加、中国 ASEAN 博覧会エ

ネルギー脱炭素展示会視察〔南寧〕（９月 15～18日） 

・中国電力企業聯合会主催中国新型電力システム発展フォーラム参加、MOU延長調印式〔崇

礼〕（９月 22～24日） 

・第 11回東アジア原子力フォーラム・視察団参加〔韓国・慶州〕（10月 14～18日） 

・中国電力企業聯合会理事長の海電調訪問〔東京〕（10月 30日） 

・韓国電力公社主催 BEXPO展示会視察および意見交換〔韓国・光州〕（11月２～８日） 

・中国電力企業聯合会主催上海電力設備展示会視察〔上海〕（11月 18～20日） 

・JEPIC所長報告会での中国電力事情講演〔東京〕（12月 16日） 

・日系電力企業との懇談会〔北京〕（26年３月 11日） 

・中国汽車技術研究センター訪問、意見交換〔天津〕（26年３月 12日） 

・中国日本商会白書（調査）委員会出席〔北京〕（４月～26年３月まで７回） 

 

＜石油室＞ 

・BloomBergNEF北京との面談・意見交換〔北京〕（４月８日） 

・「省エネビジネスに関する新たな動き」オープンイノベサロン参加、NEDO北京主催（４月

16日） 

・「中米関税政策の解析と企業の対応戦略」セミナーのオンライン参加、中国（上海）自由

貿易試験 区保税区管理局主催（４月 22日） 

・Topsoe技術（北京）有限公司との面談・情報交換（４月 23日） 

・「中国製造 2025」セミナーのオンライン参加、アジア・太平洋研究会主催（４月 25 日） 

・JPECフォーラムのオンライン参加、JPEC 主催（５月 13日） 

・第３回持続可能航空燃料（SAF）技術経済研討会参加、ASIACHEM主催〔杭州〕（５月 21～

22日） 

・海国泰鑫（香港）控股有限公司来訪・意見交換〔北京〕（５月 30日） 

・在北京オイル・ガス MEN＆WOMEN（OGMW）会参加〔北京〕（６月 26日） 

・SINOPEC石油化工科学研究院（RIPP）燃料課訪問・意見交換〔北京〕（７月１日） 

・「米中競争下の湾岸諸国のヘッジ戦略と経済変革」セミナー参加、清華大学・野村総研（TNC）

主催（７月８日） 

・「中国の水素産業と日本企業のビジネスチャンス」セミナーのオンライン参加、JETRO 広

州主催（７月 25日） 

・新格炭鏈生物能源有限公司との面談・意見交換〔北京〕（９月 11日） 

・在北京オイル・ガス MEN＆WOMEN（OGMW）会参加〔北京〕（９月 17日） 

・「産業面から見た豪州と日本、中国との関係と今後の見通し」セミナーのオンライン参加、

アジア・太平洋研究会主催（９月 25日） 



・「『自立自強』の中国―産業・科学技術イノベーションの現状と課題」セミナーのオンラ

イン参加、アジア・太平洋研究会主催（10月 27日） 

・第 18 回日中韓石油技術会議に参加、JPEC・CPS・Kpetro 共同主催〔北京〕（11 月５～６

日） 

・中国石油化工股份有限公司石油化工科学研究院（RIPP）訪問〔北京〕（11月７日） 

・「中国地場企業との競合・協働のための人事・人材改革推進」セミナーのオンライン参加、

可馳企業管理咨詢有限公司主催（11月 13日） 

・「当面の中国経済状況と日系企業事例報告」セミナーのオンライン参加、華鐘咨詢有限公

司主催（11月 27日） 

・「拡大する中国のロボット産業」セミナーのオンライン参加、アジア・太平洋研究会主催

（12月 15日） 

・「日中ビジネス」セミナーのオンライン参加、株式会社グローヴァ主催（26年１月 27日） 

・「2025年国内外油気行業発展報告会」参加、中国石油経済技術研究院（ETRI）主催〔北

京〕（26年２月３日） 

・「中国における輸出管理とデータ管理の最新動向」セミナーのオンライン参加、JETRO 主

催（26年２月 11日） 

・「2026年中国エネルギー・石化市場の構造転換」セミナーのオンライン参加、上海鋼聯主

催（26年２月 12日） 

・「2026年中国両会の最新政策解説と『315』に向けた世論リスクマネジメント」セミナー

のオンライン参加、北京普樂公関顧問有限公司主催（26年３月 12日） 

・「中東情勢の不安定化が中国エネルギー化学産業に与える影響」セミナーのオンライン参

加、卓創資訊股份有限公司主催（26年３月 18日） 

・「2026年の経済見通し・運営と通商・外交～５か年計画のスタートと不安定な国際関係の

時代～」セミナーのオンライン参加、上海優則倍思信息科技有限公司主催（26年３月 24

日） 

・在北京オイル・ガス MEN＆WOMEN（OGMW）会参加〔北京〕（26年３月 25日） 

・「全人代後の中国経済と企業戦略」セミナーのオンライン参加、利墨（上海）商務信息咨

詢有限公司主催（26年３月 27日） 

・「中国の人型ロボットの現状と課題」セミナーのオンライン参加、日中経済協会主催（26

年３月 31日） 

 

＜農林水産・食品室＞ 

Ａ．経済・貿易関係 

 農林水産省主導農林水産物・食品輸出支援プラットフォーム（中国）の事務局として以

下の活動を実施。 

 

 

 



以下諸活動を主催または共催 

・ シルクロード博覧会へ日本館を出展〔西安、５月〕 

・ 北京日本酒愛好会と連携した日本酒・日本食品 PR・北京納涼祭を開催〔北京、８月〕 

・ 北京の飲食店への日本食材・酒類提案会を複数店舗で開催〔北京、26年１～２月〕 

・ 天津の飲食店への日本食材・酒類提案会を複数店舗で開催〔天津、26年１～２月〕 

・ 北京日本フード会と連携し中華料理店向け展示商談会を開催〔北京、26年３月〕 

 

以下諸活動の実施を支援 

・ 北京清酒祭への日本食材ブースの出展〔北京、５月〕 

・ 北京朝陽区主催秋の食品フェスティバルへの日本企業出展〔北京、９月〕 

・ 西安ウィスキーイベント（WHISKY＋X）への日本企業出展〔北京、９月〕 

・ 重慶総領事館での清酒セミナーの開催〔重慶、26年３月〕 

 

以下諸活動に参加等 

・中国農業科学院にて農業白書発表会「2025年農業展望大会」に参加、講演を実施〔北京〕

（４月 20～21日） 

・SIAL上海（総合食料展示商談会）及び併催イベント国際肉類大会を見学〔上海〕（５月 19

～21日） 

・北京国際クラフトビールビール展覧会十周年記念フォーラムにて講演を実施（５月 27日） 

・第３回中国国際サプライチェーン博覧会併催緑色農業フォーラムに参加〔北京〕（７月７

日） 

・濰坊市貿易促進委員会主催「スマート農業機械産業サプライチェーン協力交流会」に参

加、「高効率農業モデル普及交流会」を見学〔濰坊〕（９月 11～12日） 

・中国肉類大会を見学〔厦門〕（９月 13～14 日） 

・国際酒業博覧会併催「世界名酒価値創造大会」にて講演を実施〔武漢〕（10月 16日） 

・中国農業科学院主催「中国国際郷村学術大会 2025」にて講演を実施〔北京〕（10 月 24日） 

・AIIC酒業投資・刷新大会にて講演を実施〔厦門〕（11月 19日） 

・日本貿易振興機構成都事務所主催「成都日本食品関連企業プラットフォーム協議会」に

て発表〔成都〕（11月 19日） 

 

上記活動以外の関係機関等との交流等 

中国日本商会食品グループ、日本大使館広報文化部主催広報文化十一社会合、中国農業

農村部貿易輸出発展中心、中国農業大学経済学院、上海交通大学管理学院（農業経済コー

ス）、内モンゴル財経大学管理学院（農業経済コース）、中国農業科学院農業経済発展研究

所、中国社会科学院農村発展研究所、中国酒業協会、中国国際酒類流通協会、北京フード

協会、北京農業関係団体協議会、中国 IPG等 

 

 



Ｂ．調査・情報収集 

・中国カントリーレポート（農林水産物・食品輸出支援のための中国市場調査） 

・中国都市別日本食材・酒類受容度比較 

 

【別添資料６】 上海事務所 

① 華東地域各行政機関・開発区等との交流 

主な活動については以下のとおり。 

・「上海日本映画祭」開幕式参加（６月 15日） 

・「一帯一路国際ビジネス交流会（広安市）」参加（６月 16～18日） 

・「日中ロボット産業協力交流会（商務部・平湖市）」参加（６月 18～20日） 

・「第 29回全国日本人交流会」参加（７月 25日） 

・「浙江省旅游観光交流会（舟山市）」参加（９月５～６日） 

・「国際経済団体・商会招商会議（合肥市）」参加（９月 10～11日） 

・「浙江省開発区緑色産業方針体系研討会（安吉市）」参加（９月 11～12日） 

・「平湖投資協力ハイプロジェクト調印・交流会」参加（９月 19～20日） 

・「上海市・大阪府万博円卓会議（上海市外事弁・対外友協）」参加（９月 22日） 

・「海外企業江蘇省宿遷市参観・ビジネス交流会」参加（９月 23～24日） 

・「第４回世界デジタル博覧会（浙江省・杭州市）」参加（９月 24～25日） 

・「塩城市日中企業交流・投資説明会（塩城市）」参加（10月 22～23日） 

・「第８回中国国際輸入博覧会＠上海での商務部投資促進局・日中技術ビジネスフォーラム、

臨港新区投資誘致説明会」参加（11月６～９日） 

・「国際新エネルギー企業交流大会（無錫市）」参加（11月 12～13日） 

・「日中イノベーション企業ビジネス交流会（蘇州市）」参加（11月 19日） 

・「国際新材料産業大会（安徽省蚌埠市）」参加（11月 20～22日） 

 

② 情報提供、相談業務、個別事業等 

・賛助会員企業をはじめ進出日系企業の現地での経営相談、情報交流、問い合わせ対応、

現地政府機関窓口の紹介など 

・上海日本商工クラブの各種活動への参画、運営協力、機関誌への寄稿等による情報発信 

＜上海日本商工クラブ機関誌『Next Shanghai（上海明天）』へ寄稿＞ 

➢2025.７月発行(Vol.83)  

『上海市で公布された地方法規及び政府通達の最新状況』(2025年１～４月) 

➢2025.10月発行(Vol.84) 

『上海市で公布された地方法規及び政府通達の最新状況』(2025年５～８月) 

➢2025.12月発行(Vol.85) 

『上海市で公布された地方法規及び政府通達の最新状況』(2025年９～10月) 

➢2026.３月発行(Vol.86) 

『上海市で公布された地方法規及び政府通達の最新状況』(2025年 11～26年１月) 



③ 各室事業 

＜企業支援、輸出促進等＞ 

Ａ．北海道経済交流室 

道産品の販路拡大に向けて、以下の活動を実施した。 

・「第 34回中国ハルビン国際経済貿易商談会」への北海道ブース出展〔北海道主催〕（５

月 17～21日） 

・「日本食品展示・商談会」への北海道ブース出展（10月 16日） 

・「第８回中国国際輸入博覧会」への北海道ブース出展（11月７日、10日） 

・「国際貿易中心春節マーケット」への北海道ブース出展（26年１月 21日） 

・「中国バイヤーとのオンライン商談会」の開催〔北海道主催〕（26年２月 12日、13日） 

・「天皇誕生日祝賀レセプション in北京（在中国日本国大使館主催）」への北海道ブース

出展（26年２月 27日） 

・「天皇誕生日祝賀レセプション in上海（在上海日本国総領事館主催）」への北海道ブ

ース出展（26年３月 12日） 

 

Ｂ．大分県経済交流室 

県産品の販路拡大に向けて、以下の活動を実施した。 

・「中国国際ベーカリー展」に参加（５月 19～22日） 

・「武漢 2025中日韓経済シンポジウム・地方政府友好交流会」ブース出展（６月 16～19

日） 

・上海市内「酒友」バーで大分焼酎フェアを開催（８月 22～31日） 

・上海 APIOスーパー秋祭りに参加（９月 13～14日） 

・「2025日本商品展示会（大連市）」ブース出展（10月 24～26日） 

・「第８回中国国際輸入博覧会 CIIE」に参加（11月５～10日） 

・深圳で九州合同焼酎フェアに参加（11月 21～23日） 

・上海「FHC上海環球食品展」に参加（11月 12～14日） 

・中国酒類バイヤーの大分県への酒蔵見学（12月８～12日） 

・上海 APIOスーパー大分物産フェアを開催（１月 15～18日） 

・上海日本料理店「竿屋」＆「九州人」で大分フェアを開催（１月 16～25日） 

・上海「ビジネス交流会」プレゼン＆ブース出展（２月５日） 

・北京大使館「天皇誕生日レセプション」に参加（２月 27日） 

・上海 LALAPORTで「ジャパンブランド」ブース出展（３月７～８日） 

・広州総領事館「天皇誕生日レセプション」に参加（３月 10日） 

・上海総領事館「天皇誕生日レセプション」に参加（３月 12日） 

・「上海焼酎泡盛フェア」ブース出展（３月 15日） 

・貴陽市日本料理店「板黔」で大分県麦焼酎品酒会を開催（３月 21日） 

 

 



Ｃ．石川県経済交流室 

県産品の販路拡大に向けて、以下の活動を実施した。 

・成都新光天地日本展（工芸）に出展（４月４～６日） 

・上海高島屋にて食品フェアを開催（４月９～22日） 

・上海世貿商城（上海マート）にて BtoB商談会に出展（４月 16～17日） 

・蘇州本色美術館疎石にて工芸品フェアを開催（４月 18日～５月５日） 

・香港の食品、工芸品バイヤーの石川県への産地招聘（５月 21～23日） 

・中国食品バイヤーの石川県への産地招聘（５月 26～29日） 

・香港 SOGO銅鑼湾店にて工芸品フェアを開催（７月 16～29日） 

・香港 SOGO銅鑼湾店にて食品フェアを開催（７月６～12日） 

・台北・微風超市にて食品フェアを開催（８月 22～24日） 

・香港飲食店オーナーの石川県への産地招聘（９月 23～26日） 

・中国工芸品バイヤーの石川県への産地招聘（10月 20～23日） 

・香港 SOGO 啓徳店にて京都・石川フェア（食品・工芸）を開催（10 月 24 日～11 月２日） 

・上海にて第８回中国国際輸入博覧会（食品、工芸）に出展（11月６日、７日） 

・石川工芸品フェア in重慶を開催（11 月 22 日～12月７日） 

・香港 SOGO銅鑼湾店にて食品フェアを開催（12月 10～25日） 

・寧波阪急にて工芸品フェアを開催（12月 20日～26年１月 25日） 

・香港 SOGO銅鑼湾店にて食品フェアを開催（26年１月２～13日） 

・マカオニューヤオハンにて食品フェアを開催（26年１月 14～20日） 

・台北・微風超市にて食品・工芸品フェアを開催（26年１月 15～25日） 

・香港の飲食店にて石川フェアを開催（26年１月 22日～２月 28日） 

・香港 SOGO銅鑼湾店にて工芸品フェアを開催（26年１月 28日～２月 10日） 

・上海高島屋にて食品フェアを開催（26年２月 13日～３月 25日） 

・上海の飲食店にて石川フェアを開催（26年３月３～25日） 

・県内企業訪問（上海、江蘇省等）（25年４月～26年３月） 

 

Ｄ．宮崎県経済交流室 

県産品の販路拡大に向けて、以下の活動を実施した。 

・中国国際ベーカリー展にて代理商のブースで宮崎日向夏ジュレの試食提供の現場サポー

ト（５月 19日） 

・三井不動産傘下総合商業施設「ららステーション」での宮崎県の観光・物産ＰＲイベン

トを実施（６月 20～30日） 

・第 14 回大連日本商品展覧会に県ブースを設置、出展（10月 24～26日） 

・輸入博でジェトロ上海の枠にて県ブースを出展（11月９～10日） 

・第 28回上海国際食品博覧会の現場視察（11月 12日） 

・深圳で本格焼酎泡盛 BAR プロモーションイベントに参加（県香港事務所と連携）（11 月

21～23日） 



・ジェトロ上海・フラワーキング主催した宮崎産スイートピー販促イベントを支援（12月

23日～26日） 

・入居している国貿ビルのイベントに出展（26年１月 23日） 

・北京大使館での天皇誕生日レセプションに出展（26年２月 27日） 

・ららぽーと金橋で JTB上海事務所主催ジャパンブランドに出展（26年３月７～８日） 

・上海総領事館による天皇誕生日レセプションに出展（26年３月 12日） 

・JETRO上海事務所主催、第１回日本産蒸留酒商談イベントにて、代理商への現場サポート及び

県ブース出展を実施（26年３月 15 日） 

 

＜観光客誘致＞ 

Ａ．北海道経済交流室 

インバウンド拡大に向けて、以下の活動を実施した。 

・「第 34回中国ハルビン国際経済貿易商談会」への北海道ブース出展〔北海道主催〕（５月

17～21日） 

・「日本食品展示・商談会」への北海道ブース出展（10月 16日） 

・「第８回中国国際輸入博覧会」への北海道ブース出展（11月７日、10日） 

・「天皇誕生日祝賀レセプション in 北京（在中国日本国大使館主催）」への北海道ブース出展

（26年２月 27日） 

・「天皇誕生日祝賀レセプション in上海（在上海日本国総領事館主催）」への北海道ブース出展

（26年３月 12日） 

 

Ｂ．大分県経済交流室 

中国市場における情報収集や需要動向のフィードバック、関係機関との連絡調整など、 

窓口としての役割を中心に以下の活動を実施した。 

 ・訪日プロモーション資料の中国側への適時提供  

・SNSでの情報発信サポート 

・観光情報を希望するお客様からの問い合わせ対応 

 

Ｃ．石川県経済交流室 

伝統や食文化をテーマに、以下の活動を実施した。 

・上海国際産業博覧会に石川県ブースを出展（４月１～２日） 

・上海総領事館での工芸品イベントにて石川県ブースを出展（６月６日） 

・北京・日本大使館での日本映画上映会にて石川県ブースを出展（６月９日） 

・広州旅行博覧会に石川県ブースを出展（９月 12～14日） 

・上海での高付加価値旅行者イベントに石川県ブースを出展（10月 16日） 

・上海での日系企業との交流会にて石川県ブースを出展（26年２月５日） 

 

 

 



Ｄ．宮崎県経済交流室  

インバウンド復活に向けて、以下の活動を実施した。 

・Ctripが主催した Envision Global Conferenceに参加（情報収集）（５月 26日） 

・三井不動産傘下総合商業施設「ららステーション」での宮崎県観光・物産 PRイベントを

実施（６月 20～30日） 

・第 14 回大連日本商品展覧会に県ブースを設置、出展（10月 24～26日） 

・上海インターナショナルクルーズサミットに参加（情報収集）（11月５～６日） 

・輸入博覧会でジェトロ上海の枠にて県ブースを設置、出展（11月９～10日） 

・入居している国貿ビルのイベントに県ブースを設置、出展（26年１月 23日） 

・JTB 主催・日系企業社員旅行向けビジネス交流会に参加（情報収集）（26年２月５日） 

・北京天皇誕生日レセプションに県ブースを設置、出展（26年２月 27日） 

・ららぽーと金橋で JTB上海事務所主催ジャパンブランドに県ブースを設置、出展（26年

３月７～８日） 

・上海総領事館による天皇誕生日レセプションに県ブースを設置、出展（26年３月 12日） 

 

＜その他＞ 

Ａ．北海道経済交流室 

北海道と中国の地方との相互交流促進を目的に、以下の活動を実施したほか、北海道人

会へ出席するなど、北海道出身者とのネットワーク構築を図った。 

・友好提携先である黒龍江省商務庁との意見交換（５月） 

・在中国北海道関係者・上海総領事館による意見交換（10月） 

・大連市商務局との意見交換（26年２月） 

 

Ｂ．大分県経済交流室 

上海大分県人会の懇親会を３月、６月、９月、１２月、２６年３月に開催したほか、APU

卒業生など大分に所縁のある人との交流を通して、各地の大分県関連行事等の情報提供を

行った。 

・九州各県駐在事務所の定期会議参加 

・上海臨港新区日系企業中小企業国際産業園区視察に参加 

 

Ｃ．石川県経済交流室 

国際交流の一環として、友好提携関係にある江蘇省外事弁公室・商務庁の他、同省内の

各市政府との間で友好関係を深めた。 

中国石川県人会事務局（県人会登録会員数：約 250 名）として、県内企業が抱える課題

に対応したビジネス研究会や交流会を定期開催した。 

・石川県人会の開催〔上海〕（６月 15日、９月５日、12月８日、26年３月６日） 

 

 

 



Ｄ．宮崎県経済交流室 

在上海宮崎県人会事務局として、以下のイベントを開催した。 

・県人会定例会：６月、９月、12月、26年３月 

・九州ゴルフコンペ：４月、11月 

その他、以下の活動を行った。 

・九州各県駐在事務所の定期会議参加 

・県産品畜産宮崎牛の情報収集 

・江蘇省・浙江省をはじめとする中国全土で開催された投資促進会に参加 

上海宮崎県人会の概要は以下の通り。 

・会員数：97名、（帰国者含む WeChat登録者数）、65名（帰国者除く実数）、25年の新入会

者数６名。 

 

【別添資料７】成都事務所 

①西部地域各行政機関等との交流 

四川省・重慶市など現地政府機関との交流を通じ、成渝相城都市圏発展構想等の新たな

地域発展戦略に関する最新情報を収集・発信した。主な活動は以下の通り。 

・「成都日本商工クラブ 2025年度定時総会・懇親会」企画準備・当日運営（４月 16日） 

・四川省国際貿易促進委員会主催・「在四川省日系企業懇談会」参加（４月 28日） 

・四川省人民政府主催・「第 20回中国西部国際博覧会」参加（５月 25日） 

・四川省国際貿易促進委員会主催・「一帯一路国際ビジネス交流活動・広安市視察」参加（６

月 17日） 

・緑色発展連盟主催・「2025年国家級経済開発区緑色発展交流大会」参加（６月 24日） 

・「第 29回全国日本人交流会（北京日本商会主催）」参加（７月 25日） 

・「成都日本商工クラブ 2025年度納涼会」企画準備・当日運営（８月 28日） 

・成都市政府主催・「日系企業成都視察ツアー及び 2025成都対日開放協力交流会」参加（10

月 22～24日） 

・四川省政府主催・「山梨県－四川省友好姉妹関係締結 40 周年記念大会・招宴」参加（10

月 28日） 

・成都市国際貿易促進委員会主催・「2025日中韓（成都）中小企業経済貿易交流会・西部中

小企業発展大会」に参加（10月 31日） 

・「在重慶日本国総領事館主催 新年祝賀レセプション（成都）」に参加（26年１月 16日） 

・「成都日本商工クラブ 2025年度新年会」企画準備・当日運営参加（26年１月３日） 

 

② 日系企業等への情報提供、応談業務 

現地日系企業からのビジネス環境に関する各種相談に対し、現地政府へ取り次ぐなどの

対応を図った。 

 

 



③成都日本商工クラブへの支援 

成都日本商工クラブの事務局として、以下の活動を実施した。 

・「2025年度定時総会・懇親会」、「2025年度納涼会」、「2025年度忘年会」の開催〔いずれ

も成都市内〕 

・会員企業およびその家族向けの日帰り旅行 

・会員企業の中国人職員に対する訪日ビザ手続き簡便化に向けた取組〔26年３月末までの

申請件数は計 130件（38社）〕 

 

【別添資料８】瀋陽事務所 

① 経済交流 

 東北４省区（遼寧省、吉林省、黒龍江省、内蒙古自治区）政府や現地日系企業との関係

維持・強化、交流を目的に以下の活動等に参加・協力した。 

・｢第 29回日本留学教育展示会｣参加(４月 19日) 

・｢遼寧国際ペット産業 EC合作交流オープニングイベント｣参加(４月 29日) 

・｢大阪・関西万博 中国館の遼寧活動ウィークプレゼンイベント｣参加(５月 12日) 

・｢第７回駐遼寧省外資商会協会年会｣参加(５月 12日) 

・｢第５回投資遼寧大会｣参加(５月 13日) 

・｢外資企業『龍江行』政府企業交流会｣参加(５月 16日) 

・｢第 34回ハルビン商談会開幕式｣参加(５月 17日) 

・｢大連恒力石油化学産業パーク(大連長興島経済区)｣見学(５月 20日) 

・｢『投資大連』協力商談会｣参加(５月 20日) 

・｢2025年全国石油化学工業科学技術イノベーション大会開幕式｣参加(５月 21日) 

・｢2025年度富山ファン倶楽部交流大会｣参加(５月 21日) 

・｢日中(吉林)水素エネルギー産業プロモーション交流会(東京)｣共催に際しての現地側対

応(６月 10日) 

・｢第５回日本夏祭り・瀋陽太原街万怵夜市イベント｣参加(６月 14日) 

・｢遼寧-日本経済貿易合作説明会(東京)｣共催に際しての現地側対応(６月 18日) 

・｢2025年日中バイオ医薬・ヘルスケア産業商談会(長春)｣参加(７月３日) 

・｢長春永春現代バイオ医薬城｣見学(７月３日) 

・｢2025年瀋陽市-内蒙古自治区通遼市(科爾沁左翼中旗）投資プレゼン会｣参加(７月 10日) 

・｢第 15回中国—北東アジア博覧会開幕式｣参加 (８月 27日) 

・｢日中(吉林)水素エネルギー開幕式・産業マッチング会｣共催 (８月 27日) 

・｢松原市水素エネルギー産業プレゼンテーション｣共催 (８月 28日) 

・｢松原水素エネルギー産業園プロジェクト｣見学(８月 28日) 

・｢第 34回国際留学教育展示会｣参加(９月７日) 

・｢新幹線教育 20周年記念式典及び祝賀会｣参加(９月７日) 

・｢内モンゴル自治区フフホト国家級総合保税区｣見学(９月 15日) 

・｢第６回遼寧国際投資貿易商談会開幕式｣参加(９月 25日) 



・｢遼寧自由貿易試験区大連エリア｣見学(９月 26日) 

・｢遼寧-日本経済貿易合作マッチングイベントセミナー｣参加(９月 26日) 

・｢遼寧-日本経済貿易合作マッチング立食交流レセプション｣参加(９月 26日) 

・｢瀋陽ロボット大会歓迎晩餐会｣参加(10月 16日) 

・｢2025年第９回瀋陽ロボット大会開幕式｣参加(10月 17日) 

・｢瀋陽ロボット大会基調フォーラム｣参加(10月 17日) 

・｢瀋陽ロボット大会分科会産業交流会｣参加(10月 17日) 

・｢瀋陽ロボット大会企業見学｣参加(10月 18 日) 

・｢ハルビン経済技術開発区｣見学(10月 22日) 

・｢牡丹江市保税物流中心｣見学(10月 23日) 

・｢2025年(第 14回)大連日本商品展覧会開幕式｣参加(10月 24日) 

 (当協会は同展覧会の協力機関として参画) 

・｢大連日本商品展覧会歓迎レセプション｣参加(10月 24日) 

・｢在瀋陽日本総領事館浜田総領事離任レセプション｣参加(11月 14日) 

・｢ロボット調査事業(瀋陽・大連)関連企業視察｣協力フォロー(11月 17～19日) 

・｢2025年遼寧中日友好同心会忘年会｣参加(12月 27日) 

・在瀋陽日本総領事館主催｢令和８年賀詞交換会・高田真里総領事着任御挨拶｣参加(26年

１月９日) 

・在瀋陽日本総領事館主催｢和菓子手作り体験イベント｣参加(26年１月 24日) 

・｢瀋陽新幹線教育集団 2026年会イベント｣参加(26年１月 30日) 

・｢2025年度瀋陽日本商工会クリスマスパーティー｣参加(26年２月１日) 

・瀋陽市国際貿易促進委員会主催｢瀋陽市関連企業懇親会｣参加(26年２月７日) 

・在瀋陽日本総領事館主催｢冬から春へ日本企業・地域の魅力 PRイベント｣参加(26年３

月 18日) 

・｢令和８年天皇誕生日祝賀レセプション｣参加(26年３月 18日) 

・｢2025年度瀋陽日本商工会定期総会・懇親会｣参加(26年３月 28日) 

 

② 情報収集・実情調査 

東北４省区政府及び各市の各級関係政府機関、開発区、保税区等との連携を深めつつ、

会員企業、関連団体等のニーズに応じて情報収集、事業協力、人的交流支援などに注力し

た。各級政府や関連部署との交流を推進、下記の通り現地企業視察を実施した。 

 

＜主な現地企業視察＞ 

・｢凱斯紐荷蘭(CNH lndustrial)工業(ハルビン)機械有限公司｣見学(５月 16日) 

・｢益海嘉里(ハルビン)糧油食品工業有限公司｣見学(５月 16日) 

・｢百威英博（Anheuser-Busch InBev）ハルビンビール有限公司｣見学(５月 16日) 

・｢ハルビン英材ファーストフード有限公司｣見学(５月 16日) 

・｢内蒙古佰邦科技股份有限公司｣見学(９月 15日) 



・｢内蒙古集衆合健康産業科技有限公司｣見学(９月 15日) 

・｢綜保尚銘(内蒙古)自動車有限公司｣見学(９月 15日) 

・｢国科緑氢(大連)科技有限公司｣見学(９月 26日) 

・｢国創氢能科技有限公司｣見学(９月 26日) 

・｢洺源科技(大連)有限公司｣見学(９月 26日) 

・｢中石化盛港｢５機能一体型｣補給ステーション｣見学(９月 26日) 

・｢ハルビン秋林飲料科技株式有限公司｣見学(10月 22日) 

・｢ハルビン中誠科技発展有限公司｣見学(10月 22日) 

・｢寧安市恒信機械有限公司｣見学(10月 23日) 

・｢寧安市雨航農機有限公司｣見学(10月 23日) 

・｢牡丹江霊泰薬業股份有限公司｣見学(10月 23日) 

・｢百威啤酒(ハルビン)有限公司｣見学(10月 23日) 

・｢瀋陽新松機器人自動化股份有限公司｣見学(11月 17日) 

・｢東北大学機器人科学工程学院｣見学(11月 17日) 

・｢瀋陽衆拓機器人有限公司｣見学(11月 18日) 

・｢瀋陽 EX未来科技館｣見学(11 月 18日) 

・｢大連坤達自動化有限公司｣見学(11月 19日) 

・｢大連蒂艾斯科技発展股份有限公司(exrobots)｣見学(11月 19日) 

 

③ 地方政府・関連機関への協力および進出日系企業支援 

東北４省区の各地方政府機関、経済団体、研究機関、中国関連企業および日系企業、駐

瀋陽日本国総領事館等との人的ネットワークを活かし、現地の経済情報の収集・発信強化

のほか、イベント参加、ビジネスマッチングなどの実務協力に取り組んだ。 

 


